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 12月～1月にかけて信大教育学部の学生による3つのイベントが長野市や青木村で

開催されました。青木村の多くの小学生が参加しています。 

 また、今年度、上田市より人事交流職員として、千野綾香先生が青木村保育園にいら

っしゃっています。一年を振り返り青木村の感想をお聞きしました。  

 

 

 

 

 

 

 

 YOU 遊フェスティバルとは、信州大学

のキャンパスに県内の小学生たちが集ま

り一日一緒に活動するお祭りです。友だち

や大学生と関わりながら、日頃の生活の中

ではできないような体験を通して休日の

ひと時を楽しく過ごそうというものです。

今回、青木小学校からは 1 年生から 6 年

生の 35名が参加し、15の講座に分かれ

て大学生と活動しました。 

 

12/7（日） 

信大教育キャンパスにて 



 

 

信州大学教育学部3年  勝野 里穂 

 今回の企画で気付かされたことは、子どもた

ちの発想力の豊かさです。クリスマスにちなみ、

ホットケーキを焼いてゲームでゲットしたトッ

ピングを使いオリジナルのクリスマスケーキを

作るという企画でしたが、積み重ねたホットケ

ーキが倒れないようにポッキーを骨組みがわり

にしたり、全体にポッキーを刺しそのケーキを

「魔王の城」と命名したりと予想外の発想でケ

ーキを作っている子どもたちの姿を見て驚き、発想力の豊かさに圧倒されました。今回

の企画のように子どもたちの自由な発想力を活かせるような企画はとても素晴らしい

と感じました。私も子どもたちの独創性を活かせるような働きかけをしていけるように

なりたいと思いました。 

 

 

 

 

 

信州大学教育学部３年  松井 六 

「あおきっこたちに楽しいお正月を」そんな思

いで私は今回の企画に臨みました。朝、元気な

青木の子どもたちが集まってきました。今回の

活動はお餅つきと羽子板作りです。お餅つきの

経験がない子が多く、蒸されたお米がだんだん

お餅になっていくのを興味津々に見ている姿が

印象的でした。男の子は積極的に杵を握り、女

の子や低学年の子は学生と一緒に杵を持ち一緒

になってお餅をつきました。つきたてのお餅をおいしそうに頬張る子どもたちの顔を見

ていると温かい気持ちになりました。午後は体育館に移動し自分で作った羽子板を使っ

て時間いっぱいまで思いきり遊びました。 

 今回の活動でも子どもたちの明るい笑顔をたくさん見ることができました。あおきっ

こはみんな元気いっぱいで、毎回の活動は本当ににぎやかで楽しいものになります。青

木村での活動は私の活力にもなっています。これからも青木村の子どもたちと一緒に成

長していきたいです。 

12/20（土） 

青木村文化会館にて 

1/24（土） 

青木村文化会館にて 



今年度の職員相互派遣として、青木村からは山浦小百合先生が上田市の保育園へ、上

田市からは千野綾香先生が青木村保育園へ勤務されています。 

 

 

 

 

青木村保育園すみれ組（年少）担任  千野 綾香 

 私が青木村保育園に来てから、早いものでもう一

年が経とうとしています。人事交流職員として、こ

ちらにお世話になることが決まった時、期待と不安

が入り交じった気持ちになったことを覚えています。 

 青木村に来て感じたことは、素晴らしい自然と安

心して子育てができる環境が整っているということ

でした。 

 まず、広い園庭やあおきっこ広場はとても魅力的

に感じました。特にあおきっこ広場で遊ぶ子どもた

ちは、生き生きとした姿で溢れています。築山で繰

り返し楽しむ滑り台、池の中に入りビショ濡れになりながら味わう水や泥の感触、自然

物集め、冬には池に張る氷でまた違うおもしろさを体験するなど四季折々の遊びが生ま

れていました。季節を感じながら全身を使って、五感を使って遊べる環境が身近にある

ことをうらやましく思います。 

 また、湯坂山、神社、公園など保育園の周りにも遊べる場所が広がっています。子ど

もたちにとって散歩や遠足に出かけることも楽しみの一つですが、私自身も青木村を知

る機会となっていました。道のりや散歩先では地域の方々にやさしく声をかけていただ

くことが多く、子どもたちを温かく見守ってくださっていることを実感しました。 

 そして、青木村には子どもたちの健やかな成長を見据えた取り組みがあります。保育

園から中学校まで共通した教育の柱で、子育ち・子育てを考えていることが素晴らしく

大切な視点だと学びました。 

 このような環境の中で育つ“あおきっ子”の次の成長の姿

を追ってみたいところでのお別れはとても寂しいのですが、

残り少ない日々を元気いっぱいのあおきっ子とたくさん関

わりながら過ごしていきたいと思います。 

 美しく自然豊かで、人と人との結びつきを感じる青木村に

ご縁をいただき、貴重な経験をさせていただきました。温か

く迎え、見守ってくださった地域の皆様に感謝致します。 

 本当にありがとうございました。 



 

  今回は、青木中学校 2年副担任・音楽担当 山口 駿 先生です。 

 

・好きな食べ物…丼、定食、ご飯もの。ご飯の上に何かのっ

ているものが好きです。どちらかといえば

肉系。お酒はほどほど。ギトギトした「熊

本ラーメン」の角煮ラーメンが好きです。

デザート類はベイクドチーズケーキ、カフ

ェオレ、甘いコーヒーなどが好きです。 

・きらいな食べ物…レーズン。感触と見た目がダメ（干し柿

はOK）。他にはオクラなどのネバネバ系が

苦手ですが、納豆は高校で克服しました。 

・趣味…車。洗車は週に1回、整備はほと 

 んど自分でします。ドライブも好きで仙台なら日帰りで行っ 

 てきます。バイクも好きでしたが事故にあってからは乗って 

 いません。 

・どんな子でしたか？…やんちゃでした。目立ちたかったの 

かもしれません。中学・高校の頃、問題を起こして 

親は学校に呼び出されていました。ピアノは年中か 

ら習っていました。唯一続いた習い事でした。中学 

時代は伴奏や指揮の担当でした。 

・先生にならなかったら？…車関係の仕事に就いていたと思

います。高校３年の時、自動車整備学校に行くか音 

楽学校に行くか迷いましたが、音楽学校に進学しま

した。 

・好きな有名人は？…ガチャピン。運動も文化的なことも何 

 でもできるから好きです。 

・お休みの日は何をしていますか？…寝る→洗車→寝る→掃

除→食事。食事はコンビニか「熊本ラーメン」です。 

 

 

 信大 YOU 遊未来青木の活動を毎回子どもたちは楽しみにして

います。２月21日には文化会館で1泊2日のお泊りイベントが

ありました。来年度も楽しい企画がありますので、まだ参加されていない方はどんどん

参加しましょう。 

はつらつ先生 IN あおき 


